
 

 

  

  

 前  奏     

 頌  栄      二 九 （ 天 の み 民 も ）  

 主 の 祈 り               一  同  

 聖  書      コ リ ン ト の 信 徒 へ の 手 紙 二  一 二 章  

         一 ～ 一 ○ 節 （ 新 約 三 三 九 頁 ）  

 讃 美 歌    一 九 六 （ 主 の う ち に こ そ ）   

 祈  祷                司 会 者  

 説  教   「 弱 さ を 誇 る 」    

 祈  祷               大 塚 勁 伝 道 師           

 今 週 の 誕 生 者 の た め の 祈 祷  

 奏 楽 者 祝 福 式  

 讃 美 歌    四 五 一 （ く す し き 恵 み ）  

 献  金      感 謝 祈 祷          当 番 役 員  

 頌  栄    二 七 （ 父 ・ 子 ・ 聖 霊 の ）  

 祝  祷                                                                    

 後  奏    

 

      …   報  告   …       

 献 金 感 謝 の 祈 り は 当 番 が さ さ げ ま す 。  

 

 礼 拝 の 動 画 配 信 用QR コ ー ド で す 。  

   宜 し け れ ば ご 利 用 く だ さ い 。      
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   週  報 

＜年間聖句＞ 

「それは平和の計画であって、災いの計画では

ない。将来と希望を与えるものである。」  

       (エレミヤ書２９章１１節) 

＜年主題＞ 

将来と希望を信じて歩む 

先週の説教から 

「復活のしるし」 

   ヨハネによる福音書 21章15～25節  

 先週学んだ、麗しいガリラヤ湖畔での朝食の

後、イエスがペトロに問いかけます。「あなたは

わたしを愛するか」。この問いを主は三度繰り返

されます。三度目の「愛する」は、一度目、二度

目の用語「アガパオー（アガペー）」ではなく、

「フィレオー」が使われています。三番目の問い

は「愛する」ではなく「好き」という軽めの言葉

で、はっきりと答えられないペトロの心情を、主

は配慮されたのだ、とも考えられます。 

 「愛する」という言葉は、一度語ったら、もう

それでよい、ことは済んだということにはなりま

せん。人間の絆は、家族でも友人でも、「こと

ば」が手掛かりなのです。勿論、実際に口から出

る「言葉」として発することも大切ですが、

「愛」を、「言葉」にならない「ことば」によっ

ても、語り続けることが、必要なのです。 

 かつて大祭司の庭で、ペトロは、主を「知らな

い」と言いました。聖書で「知る」とは、「関

係、関心、絆」を表す言葉です。あの時、彼は、

イエスと自分とは「無関係」「無関心」だと主張

したのです。「無関心」の反対語は「愛」です。

ペトロが取り戻すべきなのは、努力や精進や熱心

ではなく、「愛」なのです。人間は、生きる中

で、「愛」を失います。それを取り戻すには、何

回もの「ことば」の繰り返しが必要なのです。 

 18節は、ペトロの殉教の運命を示す言葉です

が、殉教や信仰と無縁などの人にも当てはまる、

人生の真実な姿です。私たちは皆、いつか「行き

たくないところ」、自分の望まない場所に行かな

くてはなりません。しかも強いられて行かざるを

得ない、というような状況に追いやられることが

あります。そういう人生のリアルに、復活の主イ

エスは言われます、「そこに神の栄光が現われ

る」と。復活の主イエスにあってはどんなところ

でも、生命は輝くのです。    （村山盛芳） 


